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熊本県議会 水俣病対策特別委員会会議記録第 21 回

平成21年６月19日（金曜日）

午後２時15分開議

午後２時28分閉会

本日の会議に付した事件

(1) 水俣病被害者救済法の早期成立につい

て

(2) その他
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環境生活部

部 長 駒 崎 照 雄

次 長 横 田 堅

次 長 谷 﨑 淳 一

首席環境生活審議員兼
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環境保全課長 宮 下 勇 一
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午後２時15開議

○西岡勝成委員長 ただいまから第21回水俣

病対策特別委員会を開催いたしたいと思いま

す。

委員の先生方には、いろいろな、急々な開

催にもかかわりませず御出席をいただきまし

てまことにありがとうございます。

本日は、特別委員会改選後初めての委員会

でございますので、本来ならば、私からあい

さつを申し上げなければなりませんけれど

も、ベテランの先生方ばかりでございますの

で、急々に委員会を開催いたしました理由を

述べさせていただいて、あいさつにかえさせ

ていただきたいと思います。

委員各位も御承知のとおり、被害者救済問

題については、与野党の法案提出を受け、現

在、与野党協議が行われております。県議会

といたしましては、これまで、この問題につ

いて超党派で対応を行い、去る３月末には、

本国会において、党派を超えた議決により、

救済策を実現することを意見書として決議

し、与野党の国会議員に対し、強く要望を行

ってきたところでございます。

しかしながら、国会会期が延長されたとは

いえ、実質的に審議ができる時間は非常に限

定をされている中、いまだ与野党の合意が得

られていないということでございまして、非

常に残念な思いでございます。

私といたしましては、法案が成立するかど

うか非常に緊迫した状況の中で、多くの被害

者が高齢化し早期救済を切望されていること
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、 、にかんがみ 県議会として緊急決議を行って

改めて与野党に強く今国会における法案成立

を訴えることが今必要であると考えて、急遽

このような形でお集まりをいただいたわけで

ございます。

どうかひとつよろしく御審議をお願いした

いと思います。

○西岡勝成委員長 それでは、議題に入りま

す。

現在の状況につきまして執行部から説明を

お願いいたしたいと思います。

○野田水俣病保健課長 水俣病保健課長でご

ざいます。

ペーパーを用意しておりませんので、簡単

に御説明いたしますと、４月17日に民主党案

が提出をされまして、４月24日から与野党協

議が始まっております。６月12日まで５回ほ

、 、ど与野党協議が行われまして ６月12日には

委員も御承知かと思いますが、与党から修正

案が出されたという状況でございます。

その後、今週は与野党協議が開かれており

ません。次回は、一応６月23日の１時からと

いうことになっておりまして、そこが多分、

最後の与野党協議、山場になるのかなと。

、 。現在の状況は そういう状況でございます

○西岡勝成委員長 以上、説明が終わりまし

たけれども、質疑はございませんか。

○大西一史委員 今６月23日１時からという

ことが、大体の次回の与野党協議ということ

でありますけれども、ここ数日の報道を見て

、 、 、ますと 非常に民主党の方でも いろいろと

なかなか簡単にはいかぬよというような話で

あって、修正案が与党の方から示されて、そ

れが何かなかなかうまくいっていないという

状況は、非常に私たちは、その与野党のそれ

ぞれの案は、中身は別にして、早期救済をや

っぱり求めるという意味では、こういう不透

明な状況というのは非常に心配をしているわ

けです。

、 、そういう中で この23日の１時というのは

本当間違いなくあるんでしょうね。

○谷﨑環境生活部次長 今、直前に国の方に

確認をいたしました。それで、一応11時から

団体の方々の意見を聞くというのが時間をと

ってありまして、その後、午後１時から与野

党協議が行われる予定というふうに聞いてお

ります。

○大西一史委員 今そういうことであれば、

やっぱり先ほど委員長もおっしゃったよう

に、そういう我々も何らかのきちんとした意

思を決議という形で、県議会で、総意でやっ

ぱり示して、与野党のそういう、今いろいろ

の思いの壁があるのは、それはもういろいろ

な意見があると、対立があるというのはあり

ますけれども、それをいかに、このわずかな

期間でありますけれども、乗り越えていただ

くかということですね。その辺はやっぱりし

っかりお願いをしていかないかぬというふう

に思いますので、私も、どういう内容になる

かわかりませんけれども、その早期成立とい

う上での決議をすべきだろうというふうに思

います。

以上です。

○西岡勝成委員長 ほかにございませんか。

○馬場成志委員 なかなか難しいとずっと言

っても、これは被害者には時間がないという

ことは、もう既にこれまでずっと話し合って

きたことでありますので、これまでの努力と

いうものを結実させていただかなきゃならぬ

というふうに思いますので、ぜひともそうい

った意思表示をしっかりとしていただきたい

というふうに思います。
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○鎌田聡委員 もう思いは、私も、この間、

この委員会の中で述べてきたように、早期解

決をやらなきゃいけないという思いでおりま

す。

しかしながら、少し今回の決議が、もう何

かこれまでの報道見てますと、与党の修正案

はこれが最後だというふうな話も出ていまし

て、それでは、まだ与野党協議続いているわ

けですので、やはりお互いに、うちも、民主

党も譲れるところは譲らなければならない

し、与党の案もまだ譲っていただかなきゃな

らない部分あると思いますので、その辺も踏

まえたやっぱり議会からは決議というのが必

要だと思いますので、与党に対しても民主党

に対しても、それぞれに考えてほしいという

ふうな、そのために、お互い考えた上で、早

期成立、結実をしてほしいというふうな決議

案をぜひ出していかなければならないという

ふうに思っていますので、その点の配慮をよ

ろしくお願いしたいと思います。

○西岡勝成委員長 鎌田委員も御承知のとお

り、与党の案が提出される前にも、それぞれ

の党派を超えて、御相談をしながら、我々の

、 、議会としての意見も述べてきましたし また

それに沿って変えられた部分もありますけれ

ども、それでもまだ与野党の協議が難航して

いる段階でございますので、ぜひここはそれ

ぞれ歩み寄っていただいて、知事もおっしゃ

っておりますように、時間との闘いになって

おりますので、その辺は、議会としても､ぜ

ひ意思を表示して、国会に、県民に、国民に

訴えたいということでございます。

○倉重剛委員 私も同意見ですから、早期に

解決という形の中での我々の意思決定という

のを反映することはもちろん大事でしょう。

ただ私は、きのうから報道、それから患者団

体あたりのメッセージを聞いていますと、こ

れが政争の具にならないかという非常な危惧

を持っています。したがって、そういう意味

も含めて、ぜひ我々の意見というものを通し

て案を言っていただきたいなと、あえて申し

上げます。

政権交代なんていう目の前にあるような状

況を仮定しながら、そういうメッセージが入

っていると非常に残念に思いますので、よろ

しく。

○西岡勝成委員長 急々でございますが、ほ

かに何かございませんか。

○村上寅美委員 今皆さん発言のとおりで

す。ただ我々は、要望を強くするということ

で、我々の方でこうしろ、ああしろじゃなく

て、まとまるようにということが我々の一致

した――それを、鎌田委員もそういう意見で

すから、我々は一致団結して国の方に上げる

、 、と 強く要望してまとめてくれということを

自民党案とか民主党案とかということじゃな

くて、まとまってほしいというのが議会の、

特別委員会の一致した意見というふうに認識

、 。しますから もう何もなかっじゃなかですか

○西岡勝成委員長 そういう御意見で、私、

委員会としてもそのような方向でひとつ検討

していきたいと思っております。

○渡辺利男委員 今、村上先生も言われたと

おりだと思うんです。私ども３月にこの議会

で決議を出した中にも、被害者の救済を最優

先するという大義のもと、党派を超えた立法

をということだし、政局に左右されることな

くということも書いてあるわけですので、私

どもも今非常にデリケートな時期に来ていま

すから、私どもの言動も、やっぱり県議会一

致した声ということで行くべきだから、民主

党が悪いとか自民党悪いとかいう言動はしな

いように気をつけること。
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もう一つ、執行部にも、特に知事なんです

けれども、マスコミが勝手に報道しているん

じゃないかと思いますけれども、与党案への

歩み寄りを期待なんていう新聞記事なんかな

っています。そういうことはまずないと思う

んですけれども、ぜひ知事の発言も、非常に

デリケートな時期だから、気をつけていただ

くよう要望しておきます。

○西岡勝成委員長 ほかございませんか。

以上のような御意見を踏まえて文案をちょ

っと用意させていただき――急々な話でまだ

いろいろな御意見もあろうかと思いますの

で、今配らさせていただいて――見とった方

が安心でしょう。その方がいいでしょう。

（資料配付)

○西岡勝成委員長 事務局から朗読して。

○事務局 それでは、事務局から朗読させて

いただきます。

水俣病被害者救済法の早期成立に関

する緊急決議(案)

水俣病は我が国の公害問題の原点と言わ

れる課題であり、昭和31年の公式確認から

既に50年を超える長い時間が経過してい

る。この間、熊本県議会は、この問題を熊

本県政の最重要課題と位置付け、被害者の

方々の早期救済と水俣病問題の解決を図る

ため全力で取り組んできた。

特に、平成16年の関西訴訟最高裁判所判

決以降、新たに救済を求める方々が急増し

たことから、熊本県は、政治による新たな

救済策の早期実現を要請してきた。

これを受けて、去る３月13日、自民党及

び公明党から 「水俣病被害者の救済及び、

水俣病問題の最終解決に関する特別措置法

案」が国会に提出された。

また、４月17日には民主党から 「水俣、

病被害の救済に関する特別措置法案」が、

国会に提出された。

こうした法律制定の動きにより、地元で

は一日も早い救済実現を願う被害者の方々

の期待が高まっている。最高裁判所判決か

ら４年、公式確認から50年以上が経過し、

被害者の方々が高齢化している現実を直視

すれば、今国会における被害者救済のため

の法律の成立が何としても不可欠である。

これまでに薬害肝炎やハンセン病問題に

おいて、被害者の救済を最優先され、党派

を超えた立法が行われている。

熊本県議会としては、こうした先例にな

らい、水俣病被害者救済について与野党間

で早期に合意され、今国会において党派を

超えた議決により救済策を実現されること

を強く要望する。

以上、決議する。

○西岡勝成委員長 内容については、先ほど

御意見がありましたように、触れてはおりま

せん。

じゃあ細部にわたる、ちょっと変更ありま

、 。したら 正副委員長にお任せいただけますか

（ はい」と呼ぶ者あり)「

○西岡勝成委員長 じゃあそのように決した

いと思います。

もう時間がですね、本会議が22日と30日で

すので、22日の本会議において議決をしてい

ただくという段取りをとりたいと思います

が、よございますか。

（ 異議なし」と呼ぶ者あり)「

○西岡勝成委員長 そのように決したいと思

います。

どうも御苦労さまでございました。これで

委員会を終わらせていただきます。

午後２時28分閉会

熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する

水俣病対策特別委員会委員長


